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１２月からまたしてもタイトルをマイナーチェンジしました。１２月の異称は「師走」です。 
諸説あり「僧侶が仏事で走り回る忙しさから」との平安時代からの説がありますが，これは， 
あてずっぽうによる宛て字であり，平安時代にはすでに語源は分からなくなっていたとのこ 
とです。つまり，なぜ「師走」というのか，語源はわからないというのが正解のようです。 

 「本気」でやるから「楽しい」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「楽しい」とはどういうことでしょう？ 脳科学的にいうと，よくわかっていないというのが本当のところ

のようです。ある脳科学者は，「『本気』で取り組んだとき，脳がその報酬として快感を与えることが，楽しい

ということだ」といいます。この考え方からすると，楽しいという状況は，「本気」でやっているときにしか

起こらないということになります。ある心理学者は，「脳は疲れることに快感を覚える」といいます。正に，

上にあげた相田みつをさんの書の通りです。 

 子どもたちが「今日の授業は楽しかったぁ」と言ったとき，どんな授業をしたの

でしょうか。様々な楽しさのレベルがありますが， 

〇自分が活躍できた。       〇友だちと討論して考えが認められた。 

〇自分の目標がクリアできた。   〇一生懸命考えて答えが導き出せた。 

などのとき「楽しかったぁ」となると思います。「本気」で取り組んだ結果として，

成果があった学習ができたときに「楽しい授業」となります。また，そういうことを楽しいと思ってもらいた

いと思っています。 

 

…ミニバスの話に脱線します。教員経験，担任経験から例をあげてもいいのですが，しがらみがありますので…。 

 チームを指導して試合を重ねていくと，次のような試合になることがあります。 

①自チームの方が力が上で，作戦を与えた通り，また，練習した通りにプレーができ，大差で勝つ試合 

②力が拮抗している相手や少し力が上の相手に，本気で作戦を練りに練って，試合中も本気でプレーの指示を出し，どう 

すれば勝たしてやれるのか，試合前も試合中も本気で悩み，必死で考える試合 

   ③相手の方が力が上で，敵わないけれども，これができれば素晴らしいと作戦を考え，試合中には選手を励まし，本気で 

挑戦していく試合 

 試合中，ベンチに座って試合を見ていられるのは①の試合です。②や③の試合中は，ベンチに座っている暇はありません。 

ベンチ前に立ち，指示を出し続けていきます。特に②のような試合は，勝たせてやりたいと本気になります。疲れるのは， 

②と③の試合ですが，楽しいと感じるのも，②と③の試合です。勝ったときの喜びは，③→②→①の順です。これは選手も 

同じです。 

相田みつを 

詩人・書家。平易な詩を独特の書体で

書いた作品で知られる。「書の詩人」

「いのちの詩人」とも称される。 
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 ５年生が林間学校に出かけるときの結団式でも，６年生が修学旅行に出かけるときの結団式でも，私から話

をする機会がありました。どちらの結団式でも「楽しいってどういうことかを考えてほしい」という話をしま

した。林間学校の楽しさも修学旅行の楽しさも，ゲームをしたりテレビを見たりするような与えられる楽しさ

ではなく，自分たちの力でつくり出すレベルの高い楽しさだということを伝えてきました。 

 今年度の学校経営について，４月のはじめに教職員に方針を示しています。本校ホームページ【学校教育目

標】にそれらをまとめた「グランドデザイン」を掲載してありますのでご覧いただければと思います。その中

には，「楽しさの意味を大切にした集団」を育てることを目標の一つに掲げています。４月に教職員に伝えた

ときに「楽しさ」を具体的に 

  〇わかる楽しさ    〇できる楽しさ    〇知る楽しさ    〇つくる楽しさ 

  〇歌う楽しさ     〇かく楽しさ     〇協力する楽しさ  〇がんばる楽しさ 

  〇やり遂げる楽しさ  〇人が喜ぶ楽しさ 

などとあげました。 

学んでいるときや取り組んでいるときは，きつかったり苦しかったりしたことでも，終わってみれば楽しか

ったということは多いものです。さらに，小学生は年齢差が大きいので，上級生が下級生を喜ばせたくて取り

組むことや付き合うことが楽しいという，かなりレベルの高い楽しみ方もあります。先日は，２年生が１年生

を喜ばせたいと「おもちゃまつり」を開催し，楽しそうに取り組んでいました。 

 「○○づくり体験教室」などに親子で参加したときに「○○をつくるのって楽しいね」

と子どもが言ったのなら，その子は，一生懸命やった楽しさ，難しかったけどやり遂げ

た楽しさなどを言っているのだと思います。私は，何より，親子で一緒にやったことが

楽しかったのだとその子は言っているように感じます。 

 

 

…最後にまたミニバスの話に脱線します。ちょっと長い脱線です。 

今では古い指導になるのかもしれませんが，私が指導したミニバスチームは，基本に忠実に，

それを徹底するチームづくりをしてきました。どれだけいいプレーをしてもシュートが入らな

いと，勝てませんし，楽しくありませんので，シュートの打ち方については，細かくフォームを

チェックし，徹底をし，何度も繰り返し，自信をもたせてきました。また，フットワークをたっ

ぷりと練習メニューに入れて，持久力のあるチームをめざしてきました。コーチ陣や保護者も

それに賛同してくれ，選手も厳しい練習を積み重ねて自信をつけていきました。精神面は，試

合を重ねることで育ててきました。弱気になり，できるプレーをやらないときには叱ることも

ありましたが，身に付けた力を試合で発揮できる選手に育っていったと思っています。 

あるとき，練習試合をした別のチームの指導者と「楽しいバスケとは」ということで，激論
ケンカ

になったことがあります。その 

人は，私の指導するバスケは楽しいバスケではないと言うのです。勝ち負けは関係ない，楽しくできることが大切だと言うの 

です。もちろん勝つことだけを望んでいません。厳しい練習を乗り越えて，身に付けた技やチームの連携などが試合で発揮で 

きることがバスケの楽しさだと考えて指導していると話しても，ゲーム中心の練習をたくさんやるようにしなければ，選手は 

楽しくないとその人は言うのです。私とは「楽しい」という意味のとらえ方が違う人だと感じました。 

その人が指導するチームとは公式戦でも何度か対戦しました。シュートの打ち方，パスもキャッチもドリブルも指導が入っ 

ているのかなと思うようなプレーが多く，ディフェンスも指導が入っていないような「いけないプレー」があり，自チームの 

選手がケガをするのではとヒヤヒヤしました。その試合は楽しくありませんでした。裏面の①の内容でした。その人は試合中 

も試合後も選手を怒っていました。楽しいバスケって何？ と言いたくなりましたが，大人の対応で済ませました。 

その年は，決して強いチームではありませんでしたが，中巨摩の最後の大会で，胃の痛くなる試合が続く中で，苦戦の末に 

優勝できました。選手・保護者・指導者全員で喜びを分かち合いました。この日，私の指導するチームの選手は，私の厳しい 

指導の中の試合ばかりでしたが，参加チーム中一番楽しかったのではないかと思いました。 

 相田みつをさんが言うように，本気でやるからこそ楽しいのだと思っています。しかし，本気で取り組んでいるのかどうか 

わからない指導者と出会うこともよくありました。そういう指導者から「勝敗なんてどうでもいい」「楽しければいい」とい

う声が聞こえることがありますが，本気の指導をしていない（できない）言い訳のように私には聞こえました。 


